
 

国土強靱化 民間の取組事例 404  顧客の生活を支える 

顧客を守る！ ▶顧客の生活を支える 12 レジリエンスに特化した商品やサービスをつくる 

404 津波対策の高度化等のための大型津波造波装置の開発 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

大成建設株式会社 
【平成 29年】 

4011101011880 インフラ関連事業者 
【建設業】 

東京都 

 大成建設株式会社では、南海トラフ地震を念頭に、人命の確保や

施設の耐災害性強化に向け、津波対策技術の研究開発を推進し

てきた。特に、発電所に代表される海水を産業活動に利用する臨

海施設を対象にしたBCPを念頭に溢水氾濫への対応について重

点的に取り組んできた。同社では、東日本大震災から得られた知

見を踏まえ、津波の威力をより正確に再現することを目指し、大

型津波造波装置を独自開発した。 

 従来、津波の伝播、遡上、建物への影響等の評価は、コンピュー

タによるシミュレーションと模型実験で研究開発を行ってきた

が、実験の津波高が小さく、細部の計測誤差が出るという短所があった。そこで同社は任意波形の

津波を造波できる大型の津波造波装置を開発した。溢水氾濫に関する模型実験の高精度化、複雑な

津波波力の評価を実現し、津波避難施設  シェルター）や津波対策ビルの研究開発に活かしている。 

 東日本大震災で多くの自動車が漂流物となり、これらが火元となった津波火災が発生した。同社で

は、漂流した自動車が津波シェルターに衝突することを防止する杭式防衛工を開発したが、その際

にも大型津波造波装置を用い、杭式防衛工が津波波力を約30％低減することを検証した。 

 

▲津波造波装置 


